
総合計画　　吹田市第４次総合計画

評価対象年度 令和５年度
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政策 1

提出日　

提出取りまとめ

施策 1

令和６年度　行政評価調書

施策 3

施策

大綱　 人権・市民自治

市民部

令和6年7月12日

2

平和と人権を尊重するまちづくり

非核平和への貢献

人権の保障

男女共同参画の推進



＜取組内容＞
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めざすまちの姿 市民一人ひとりの人権が尊重され、だれもが対等な社会の構成員として平和に安心して暮らせるまち

基本計画本文

施策を構成する管理事業 施策の取組状況

1-1-1 平和に対する市民の意識の高揚を図るため、戦争の悲惨さや平和の尊さを後世に伝えるための啓発などを行います。

非核平和への貢献

第４次総合計画　施策の評価シート

評価対象年度 令和５年度
大綱

人権・市民自治
政策

平和と人権を尊重するまちづくり
1 1

非核平和都市宣言事業 ・「市民平和のつどい」をメイシアターで開催、「原爆パネル展」を本庁正面玄関ロビーで実施し、「すいとん定食
の本庁地下食堂での販売」などの平和啓発事業を実施した。
・平和祈念資料館では、展示業務、平和映画会、実物資料・図書・DVD貸出業務などに加えて、夏と冬の企画展、講
演会などの平和啓発事業を実施した。
・市役所本庁舎に、平和シンボルマーク旗を掲揚した。
・非核平和都市宣言40周年記念事業として、広島に平和大使（中学生15名、大人2名、随行4名）を派遣し、平和記念
式典へ参列するとともに、市長の平和メッセージを届けた。また、広島平和記念資料館の見学や、被爆体験伝承講話
を受講した。
・経年劣化した非核平和都市宣言啓発標柱の修繕を行った。
・施策指標１の「平和祈念資料館の年間利用者数６万人」という目標については、新型コロナウイルス感染症の感染
状況の改善に伴い利用者は増加しているが、令和5年度実績は3.9万人であることから、進捗状況は「Ｂ」とした。

1-1-3

1-1-2 さまざまな人権問題の解消に向け、あらゆる機会を通じて、人権に関する啓発や教育を行うとともに、性的指向や
ジェンダーアイデンティティの多様性に対する理解や認識の不足など人権課題に取り組みます。また、人権問題に関
して悩みや不安を抱える市民に対し、相談などの支援を行います。人権の保障

交流活動館事業 ・交流活動館は、地域、社会全体の中で、福祉の向上や人権啓発の住民交流の拠点となる開かれたコミュニティセン
ターとして、総合生活相談、人権相談、つながり文化講座、人権課題の解決につながる啓発事業として人・つなが
り・きしべプラザなどを実施した。
・人権啓発推進のため、講演会やパネル展等を実施し、地域において啓発活動を行う人権啓発推進協議会に補助金を
交付した。
・施策指標１の「人権に関する啓発活動や講演会などへの年間参加者数」について、目標を下回ったのは、新型コロ
ナウイルス感染症の影響により、参加者数が減少したためであり、事業実施方法や広報等を工夫する必要がある。
・施策指標２の「人権をテーマにした標語やポスターなどの作品を市の事業に応募した小・中学校の数」について
は、学校の協力もあり過半数の学校において取組が行われているため、進捗状況は「Ｂ」とした。

人権事業

男女共同参画に関する意識改革を図り、性別にかかわらず対等な立場で働き暮らすことができる環境を整えるため、
啓発などの取組を進めます。また、DVなどの暴力に悩む市民からの相談などを行うとともに、DV防止に向けた啓発な
どの取組の充実を図ります。男女共同参画の推進

男女共同参画事業 ・男女共同参画社会の実現を目指し、ホームページやSNSなどを活用した情報発信、啓発冊子の配布、WEB講演会の実
施等による意識啓発を行った。また、男女共同参画の推進に関する施策の実施状況について、具体的な数値や成果を
示した年次報告を作成し、公表した。
・配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護等のため相談を実施するとともに、Ｗリボンバッジの売上金の一部の
ほか、企業や市民からの寄附金等を積み立て、DV防止や児童虐待防止のための事業に活用した。
・施策指標１の「市職員の管理職（課長代理級以上）における女性の割合30％」は、前年度より増加したものの、目
標値を下回っているため、引き続き女性活躍を推進するための取組を長期的に進める必要がある。
・施策指標２の「交際相手からの暴力（デートDV）に関する中学生を対象とした啓発講座の実施校数18校」は、前年
度より３校増加し14校の実施となった。なお、進捗状況について、令和元年度までは前年度に比べて増加しているこ
とでＡとしていたが、その後は目標値を意識してＢとしている。



＜施策指標等の推移＞

SDGｓのゴールに関連する施策および施策指標と評価

1-1-1 非核平和への貢献 目標値
（令和10年

度）施策指標１ 平和祈念資料館の年間利用者数（単位：万人)

年度
策定時

（平成30年度） 令和７年度 令和８年度 令和９年度

6万人
（平成29年度）

実績 5.0 4.6 4.2 2.5

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

進捗状況 Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ

3.2 3.8 3.9

1-1-2 人権の保障

6.5万人

施策指標１ 人権に関する啓発活動や講演会などへの年間参加者数（単位：万人）

年度
策定時

（平成30年度）令和元年度 令和８年度 令和９年度
（平成29年度）

実績 6.1 3.0 5.8 0.2 0.4 2.7

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

4.5

進捗状況 Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｂ

施策指標２ 人権をテーマにした標語やポスターなどの作品を市の事業へ応募した小・中学校の数（単位：校）

54校
年度

策定時
（平成30年度）令和元年度 令和２年度 令和３年度

（平成29年度）

実績 36 40 38 0

令和４年度 令和５年度 令和６年度

進捗状況 Ａ Ｂ Ｂ

令和７年度 令和８年度 令和９年度

1-1-3 男女共同参画の推進

Ｂ Ｂ Ｂ

32 33 31

30%

施策指標１ 市職員の管理職（課長代理級以上）における女性の割合（単位：％）

年度
策定時

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度
（平成29年度）

実績 25.1 24.7 25.0 26.3

（平成30年度）令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

進捗状況 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

25.5 25.8 26.5

施策指標２ 交際相手からの暴力（デートDV）に関する中学生を対象とした啓発講座の実施校数（単位：校）

18校
年度

策定時
（平成30年度）令和元年度 令和８年度 令和９年度

（平成29年度）

実績 3 7 9 7 13 11

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

14

進捗状況 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

- ＢＢ ＢＢ -

No 施策指標

1

平和祈念資料館の年間利
用者数（単位：万人)

- -

2

人権に関する啓発活動や
講演会などへの年間参加
者数（単位：万人） - Ｂ -

-

Ｂ

人権をテーマにした標語
やポスターなどの作品を
市の事業へ応募した小・
中学校の数（単位：校）

- Ｂ - Ｂ -

Ｂ ＢＢ - Ｂ

Ｂ Ｂ

3

市職員の管理職（課長代
理級以上）における女性
の割合（単位：％） Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ ＢＢ Ｂ

Ｂ ＢＢ Ｂ Ｂ

交際相手からの暴力
（デートDV）に関する中
学生を対象とした啓発講
座の実施校数（単位：
校）

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ


